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音 楽 会 を 終 え て
～ 職 員 演 奏 に 思 う ～

先週１３日（金）、４年ぶりに何の規制もせず、ご来賓の皆様・保護者の皆様・地域
の皆様を大勢お迎えして、音楽会を行うことができました。
今年は６年生が全校の意見を吸い上げてスローガンを位置づけてくれました。

「Let's チャレンジ！ 最高に楽しい音楽会」
で す。

このスローガンのもと、本校ならではの、昇降口を入ったすぐの校舎真ん中にある体育館が、

すてきなコンサートホールになったような、そんなこと感じさせてくれた音楽会でした。

さて、そのなかで、子どもたちの姿以外でいいなあと感じたことがあります。「職員演奏」

です。今年は、ドラえもんの映画の主題歌であった『ひまわりの約束』の二部合唱を演奏前の

寸劇と合わせて発表しました。

今年度の転入職員が中心となり、ドラえもん・ドラミ・のび太・しずかちゃん・ジャイアン

・スネ夫・ママ・先生に扮して次々と登場すると、子どもたちはもう大喜び。大笑いしながら

寸劇を見ては、そのあと、ふだんあまり聴くことのない混声の合唱を聴いてくれました。

音楽会後に６年生から寄せられた感想には、「スネ夫とジャイアンがおもしろかった。ママ

の声がとても似ていた。」という劇に対するものだけではなく、「面白かったのはもちろん、

高音と低音がしっかりと分かれて、調和していました。」「やっぱり先生方なので、声の音色

や歌う姿勢がケタちがいでした。すごかったです。」「『ひまわりの約束』は、毎日練習してい

ただけあって、すごくきれいでした。音もタイミングもハーモニーも一緒で、感動しました。」

などと、嬉しくなるようなコメントがたくさんありました。嬉しいことです。ありがとう！

働き方改革やコロナ禍による見直しで、職員演奏が行われなくなってきていること

が多くなってきていますが、やはり教職員が、楽しみながら真剣に音楽に取り組む姿

を見せることは、意味のあることだなあと、改めて感じたのでした。




